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①利用する著作物の種類

国内管理著作物か、海外管理著作物か。

②複製する媒体の種類

紙媒体への複製か、電子媒体への複製か。

③複製物の利用目的

社内で使うか、社外へと頒布・配布する

④複製する著作物の数、そして複製回数はどの程度か？

個別に事前申請、事後報告または実態調査による包括申請、どちらが合理的か？

利用者向けサービスの乱立状態の整備
1. サービスのリニューアルについて

当協会では、これまで、以下の①～④に示す条件が一つでも異なる場合、
別々の契約を結んで頂く必要があり、利用者がサービス内容をご理解いただ
く上での障害となっておりました。
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サービス名称 利用目的 複製媒体 対象著作物 契約名

個別申請サービス

内部

紙
国内 個別許諾契約（内部）

海外 個別許諾契約（海外）

電子
国内 【無】

海外 個別許諾方式（電子的複製）

外部

紙
国内 個別許諾契約（外部）

海外 個別許諾契約（海外）

電子
国内 【無】

海外 【無】

包括申請サービス
（全量報告型）

※原則3か月毎の事後申
請

内部

紙
国内 著作物の複写目的電子化利用許諾契約（紙複写）

海外 【無】

電子
複写目的電子化

国内 著作物の複写目的電子化利用許諾契約（複写目的電子化）

海外 【無】

外部

紙
国内

著作物の複写目的電子化利用許諾契約（紙複写）
文献提供目的の複写利用許諾契約

海外
海外管理著作物複写利用許諾契約[TRS（期間限定個別許諾）方式]
海外管理著作物複写利用許諾契約[委託者指定使用料金TRS方式]

電子
国内

文献提供機関による著作物の電子的複製および複製物の送信に係る許諾契約
※文献提供機関のみ利用可

海外
海外管理著作物電子的複製利用許諾契約[委託者指定使用料金TRS方式]

※文献提供機関のみ利用可

包括申請サービス
（実態調査型）

※1年毎の年度内申請

内部

紙
国内 【無】

海外
海外管理著作物複写利用許諾契約[AAS（調査・年間許諾）方式]

製薬用AAS ※業界団体を通してのみ利用可

電子
国内 JACデジタル著作権利用許諾契約（JAC-DCL）

海外 JACデジタル著作権利用許諾契約（JAC-DCL）

外部

紙
国内 暫定算出方式 ※業界団体を通してのみ利用可

海外 MR-AAS ※業界団体を通してのみ利用可

電子
国内 【無】

海外 【無】

①提供可能なサービスはまだあるのではないか？
②国内管理著作物と海外管理著作物で契約名を分ける必要があるのか？
③契約名に一貫性がなくわかりにくい。

利用者向けサービスの乱立状態の整備
1. サービスのリニューアルについて
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サービス名称 利用目的 複製媒体 対象著作物 契約名

個別的申請サービス

内部

紙
国内 個別許諾契約（内部）

海外 個別許諾契約（海外）

電子
国内 新サービス

海外 個別許諾方式（電子的複製）

外部

紙
国内 個別許諾契約（外部）

海外 個別許諾契約（海外）

電子
国内 新サービス ※文献提供機関のみ利用可

海外 新サービス ※文献提供機関のみ利用可

包括的申請サービス
（全量報告型）

※原則3か月毎の事
後申請

内部

紙
国内 著作物の複写目的電子化利用許諾契約（紙複写）

海外 新サービス

電子
複写目的電子化

国内 著作物の複写目的電子化利用許諾契約（複写目的電子化）

海外 新サービス

外部

紙
国内

著作物の複写目的電子化利用許諾契約（紙複写）
文献提供目的の複写利用許諾契約

海外
海外管理著作物複写利用許諾契約[TRS（期間限定個別許諾）方式]
海外管理著作物複写利用許諾契約[委託者指定使用料金TRS方式]

電子
国内

文献提供機関による著作物の電子的複製および複製物の送信に係る許諾契約
※文献提供機関のみ利用可

海外
海外管理著作物電子的複製利用許諾契約[委託者指定使用料金TRS方式]

※文献提供機関のみ利用可

包括的申請サービス
（実態調査型）

※1年毎の年度内申
請

内部

紙
国内

新サービス
新サービス

海外
海外管理著作物複写利用許諾契約[AAS（調査・年間許諾）方式]

製薬用AAS ※業界団体を通してのみ利用可

電子
国内 JACデジタル著作権利用許諾契約（JAC-DCL）

海外 JACデジタル著作権利用許諾契約（JAC-DCL）

外部

紙
国内

新サービス
暫定算出方式 ※業界団体を通してのみ利用可

海外
新サービス

MR-AAS ※業界団体を通してのみ利用可

電子
国内 【無】

海外 【無】

これまで実態調査型の包括申請に関しては、個社対応があるサービスとない
サービスが混在していましたが、今回の事業整備により、どのサービスにつ
いても個社対応できるようにいたします。

不足していたサービスの拡充
1. サービスのリニューアルについて

4



利用目的、複製媒体、対象著作物により異なる契約手続きを必要とするこれ

までの状況を解消し、申請の方法（個別か包括か）に対応する契約をお選び

いただくことで、どのような条件での申請も可能となる仕組みへと変更しま

す。

サービス名称 利用目的 複製媒体 契約名称

個別的申請サービス

内部
紙

電子

外部
紙

電子 ※文献提供機関のみ利用可

包括的申請サービス
（全量報告型）

※原則3か月毎の事後申請

内部
紙

電子
複写目的電子化

外部
紙

電子 ※文献提供機関のみ利用可

包括的申請サービス
（実態調査型）

※1年毎の年度内申請

内部
紙

電子

外部
紙

電子 未提供

個別的利用許諾契約

包括的利用許諾契約
（全量報告型）

包括的利用許諾契約（実態調査型）

JACデジタル著作権利用許諾契約

包括的利用許諾契約（実態調査型）

サービスの統合化
1. サービスのリニューアルについて
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内部利用 外部利用

国
内
管
理
著
作
物

海
外
管
理
著
作
物

紙
媒
体

電
子
媒
体

紙
媒
体

電
子
媒
体

2円/頁

500円/論文
（文献提供機関のみ利用可)

2800円/論文

10円/頁

60円/頁

2800円/論文（一部の著作物）

100円/頁

2800円/論文（一部の著作物）

30円/頁
（但し、複写目的電子化に限る）

2800円/論文
（文献提供機関のみ利用可)

使用料単価に変更はございませんが、使用料規程に関しては、2018年5月～

6月を目処にサービスの統合化を反映した内容へと改定を予定しております。

使用料単価
1. サービスのリニューアルについて
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２. ご契約の切り替え手続きについて

1. 包括的利用許諾契約書 １種 （全利用者共通）
- ただし、契約書内でサービスの選択が必要となります。

2. 利用許諾約款 ４種
① 包括的利用許諾契約（全量報告方式）約款

② 包括的利用許諾契約（全量報告方式 文献提供機関用）約款

③ 包括的利用許諾契約（実態調査方式）約款

④ 包括的利用許諾契約（実態調査方式 団体用）約款

新契約における書類構成
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２. ご契約の切り替え手続きについて

契約の切り替え［新旧対照表］

9

既存契約 新契約

No 契約書名称 複製媒体 用途 対象著作物 契約書名称 利用許諾契約約款

1
著作物の複写目的電子化利用許諾契約書

（国内著作物用）

電子 内部
国内

包括的利用許諾
契約書

全量報告方式

紙 内部／外部

2
文献提供目的の複写利用許諾契約書

（国内著作物用）
紙 外部 国内

3
海外管理著作物複写利用許諾契約書
［TRS（期間限定個別許諾）方式］

紙 外部 海外

4
海外管理著作物複製利用許諾契約書

（委託者指定使用料金TRS）
紙 外部 海外

5
文献提供機関による著作物の電子的複製およ

び複製物の送信に係る許諾契約書
（国内著作物用）

電子 外部 国内 全量報告方式
文献提供機関用

6
海外管理著作物複写利用許諾契約書
［AAS（調査・年間許諾）方式］

紙 内部 海外 実態調査方式

7 覚書（暫定算出方式） 紙 外部 国内

実態調査方式
団体用

8 覚書（製薬用AAS） 紙 内部 海外

9 覚書（MR-AAS） 紙 外部 海外



既存契約書名称

海外管理著作物複写利用許諾契約書
［TRS（期間限定個別許諾）方式]

海外管理著作物複製利用許諾契約書
（委託者指定使用料金TRS）

文献提供目的の複写利用許諾契約書
（国内著作物用）

• 既存契約は契約書3種→新契約は契約書1種となります。
• 新契約とセットの約款は1種となります。
• 利用許諾可能範囲は以下の通りです。（赤字は今回拡張部分）

新契約書名称

包括的利用許諾契約書
（約款：全量報告方式）

新サービス 紙/内部 紙/外部 電子/内部 電子/外部

海外管理著作物 ● ● ● ●
（文献提供機関のみ）

国内管理著作物 ● ● ●
（複写目的電子化利用）

●
（文献提供機関のみ）

２. ご契約の切り替え手続きについて

新契約への移行について

事例① TRS＋委託者指定TRS+文献提供目的(全量報告型3種)をご利用の場合
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新契約書名称

包括的利用許諾契約書
（約款：実態調査方式団体用）

事例② 製薬用AAS＋MR-AAS＋暫定算出(実態調査方式３種)をご利用の場合

既存契約書名称

海外管理著作物複写利用許諾契約書
[AAS（調査・年間許諾）方式]

製薬用AAS
(覚書)

MR-AAS
(覚書)

文献提供目的の複写利用許諾契約書
（国内著作物用）

暫定算出方式
(覚書)

• 既存契約は契約書5種→新契約は契約書1種となります。
• 新しい契約に対応する約款は1種となります。
• 利用許諾可能範囲は以下の通りです。（赤字は今回拡張部分）

新サービス 紙/内部 紙/外部 電子/内部 電子/外部

海外管理著作物 ● ●

国内管理著作物 ● ●

２. ご契約の切り替え手続きについて

新契約への移行について
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新契約書名称

包括的利用許諾契約書
（約款：実態調査方式）
（約款：全量報告方式）

新サービス 紙/内部 紙/外部 電子/内部 電子/外部

海外管理著作物 ●
（実態調査方式も可）

●
（実態調査方式も可）

● ●
（文献提供機関のみ）

国内管理著作物 ●
（実態調査方式も可）

●
（実態調査方式も可）

●
（複写目的電子化利用）

●
（文献提供機関のみ）

現行契約書名称

海外管理著作物複写利用許諾契約書
[AAS（調査・年間許諾）方式]

海外管理著作物複製利用許諾契約書
（委託者指定使用料金TRS）

• 既存契約は契約書2種→新契約は契約書1種となります。
• 新しい契約に対応する約款は2種となります。
• 利用許諾可能範囲は以下の通りです。（赤字は今回拡張部分）

２. ご契約の切り替え手続きについて

新契約への移行について

事例③ AAS+委託者指定TRS(実態調査方式１種＋全量報告方式１種)をご利用の場合
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２. ご契約の切り替え手続きについて

実態調査型サービスにおける計算方法の選択について

13

使用料の計算方法をご選択いただけます（ただし業界団体用計算式がある場合に限る）

・支払当年度の９月30日までにいずれかの計算方法をお知らせ下さい。
（ご連絡が無い場合は自動的に前年度方式が適用となります）

※実態調査結果は2年度有効です。



▶書類発送
・契約書
・利用許諾契約約款
・新使用料規程

新契約への切り替えスケジュール

▶既存契約終了▶新契約締結
・契約書1部返送

２. ご契約の切り替え手続きについて

• 利用者様の契約条件に合わせて書類を作成、郵送させていただきます。

既存契約は2019年3月31日で終了（不更新）となります。

お早めのお手続きをお願いいたします。

2018年6月～ 2019年3月31日
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16

３. 文献情報システムのリニューアルについて

JAC
複製利用許諾システム

学術著作権協会
文献情報システム

～2018年３月31日 2018年４月1日～

この度のリニューアルを期に、システム名称を下記の通り変更いたします。

リニューアルに伴うシステム名称の変更



①申請の利便性向上
• 申請内容を蓄積するカート機能
• 申請内容の一元管理が可能となるアカウント管理機能
• ユニークID（JACID）を用いた申請

②許諾プロセスの見える化
• エラーチェックが可能に

③電子帳票類の導入

利用者の利便性向上を図るため、ユーザー視点に立った機能追加と、デザイン変
更を行いました。

17

３. 文献情報システムのリニューアルについて

リニューアルにおける主要な変更点



• 申請内容を検索し、カートに蓄積していくことができます。
• ファイルアップロード用のデータの作成が容易になります。

新システムでは、申請内容を蓄積できるカート機能が追加されます。

３. 文献情報システムのリニューアルについて

①申請の利便性向上
カート機能の追加
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各部門・部署にアカウントを付与することで、部門部署単位での申請・請求の管理が
可能になります。

旧システム 各部門・部署の申請を
集約して申請

部門・部署ごとに申請新システム

集計担当者の
負担が大きい

各部門・各部署
から申請が可能

３. 文献情報システムのリニューアルについて

①申請の利便性向上
アカウント管理機能による申請内容の集計の簡便化

19

部門・部署ごとにアカウントを付与



これまではJACの管理著作物レコードにIDを付与していませんでしたが、

・同一のISSN/ISBNかつ同一のタイトルを持つが他の情報が異なる著作物
・ISSN/ISBNが無い著作物

といったものが存在するほか、前年度のレコードと今年度のレコードに差分がある場合、
把握が困難であるなど、1つの指標だけでは管理が難しいという問題がありました。

３. 文献情報システムのリニューアルについて

①申請の利便性向上
ユニークID (JACID)を用いた申請について

20

• そこで、JACでは各タイトルに固有のID（JACID）を導入し、著作物を厳密
に一つ一つ区別できるようにいたしました。これにより上記の問題が解決さ
れます。

• また、以前は申請の際に、ISSN/ISBNおよびタイトルの入力が必須となって
いましたが、入力にミスがあった場合、何が間違っているのかご確認いただ
くことができませんでした。今後はJACIDの入力のみを必須とすることで、
JACIDさえ間違えがなければ申請が可能となります。



３. 文献情報システムのリニューアルについて

①申請の利便性向上
ユニークID (JACID)を用いた申請について

21

①申請件数が少ない場合

②申請件数が多い場合（ファイルアップロード機能を使う場合）

カート機能をご活用の上、ご申請ください。

EXCEL等を用いて、JACより提供する著作物リストと申請用リストとを照
合の上、附番をお願いいたします。
以下の著作物リストを提供いたしますので、アップロードファイルの作成
方法に適合する著作物リストをご利用いただき、附番をお願いいたします。

・国ごとの著作物リスト
・全ての国を統合した著作物リスト

※後ほど、デモンストレーションの中で、EXCELを用いた附番の例をご
紹介します。

JACIDの附番方法
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2018年度4月申請については、今まで通りにファイルを作成いただければ大丈夫です。
JACIDが適用された著作物リストによる最初の申請は7月です。
ファイルの送付方法については、別途ご案内をさせていただきます。

既存リスト
（JACIDなし）

新リスト
（JACIDあり）

2018年4月 7月

適用期間

申請期間

適用期間

申請期間

①申請の利便性向上
ユニークID (JACID)を用いた申請について

３. 文献情報システムのリニューアルについて



３. 文献情報システムのリニューアルについて

①申請の利便性向上
申請履歴からの再申請

23

ユニークID（JACID）の導入により、過去の申請履歴の管理が可能になります。
これにより、同一著作物をコンスタントに利用される場合等に必要となる「再申
請」が非常に簡便になります。
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３. 文献情報システムのリニューアルについて

②許諾プロセスの見える化

旧システムでは、申請いただいた著作物の許諾の可否は、JACからの請求書（明
細書）発行時点までご確認いただくことができませんでした。
新システムでは、その点を改善し、申請の時点で許諾の可否を確認いただくこと
が可能となっております。

御請求書（明細書）発行時点まで許諾の可否が不明

申請の時点で許諾の可否確認が可能

旧システム

新システム

申請 請求書（明細書）発行

申請 請求書（明細書）発行

権利者に個別に問合せ非許諾

▲許諾の可否が判明するまで時間を要する。

▲許諾の可否を即時確認できる。

新システム

旧システム

許諾の可否
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３. 文献情報システムのリニューアルについて

②許諾プロセスの見える化
エラーチェックが可能に（ファイルアップロード時のエラー通知機能） 1/2

旧システム

• 従来のシステムでは、申請後に許諾の可否を確認す
る事ができませんでした。

• 非許諾の著作物があった際には、以下の手順で処理
を行う必要がありました。
① 利用者による明細確認
② JACに問合せ
③ 入力情報に誤りがあった場合

⇒利用者による再アップロード
④ JAC管理外著作物の場合

⇒著作権者に直接連絡

明細書が発行されるまで、許諾可否が不明でした。



• アップロードした申請ファイルに非許
諾の著作物が含まれる場合、「エラー
内容」欄にエラーメッセージが追記さ
れます。

• エラー内容が追記された申請ファイル
（CSV）をダウンロードいただけます
ので、迅速な申請ファイルの修正と再
申請が可能となります。

３. 文献情報システムのリニューアルについて

②許諾プロセスの見える化
エラーチェックが可能に（ファイルアップロード時のエラー通知機能） 2/2

26

新システム 迅速なエラーチェックにより、許諾可否が明確になります。



振り込み先銀行口座も一元化され、手続きは容易になりました。
（※これまで通り、郵送も対応いたします。） 27

３. 文献情報システムのリニューアルについて

電子帳票類発行

③電子帳票類の導入



1.会員登録画面イメージ(継続会員案内メール)

2.トップ＆ログイン画面

3.ログイン画面

4.ホーム画面

5.契約は過去のまま表示される（契約変更までは）

6.別ユーザー

6.個別登録（検索画面）

7.メール連絡確認

9.CSVアップロード

10.CSVエラー画面、エラー対応

11.履歴から再度申請

12.請求書ダウンロード

13.ログインなし検索

28

３. 文献情報システムのリニューアルについて

デモシナリオ



ご契約の切り替えをいただくことで、申請可能範囲が拡大します。

ご契約切り替え前の申請方法
３. 文献情報システムのリニューアルについて
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既存契約名称に対応するサービス範囲の
複製利用のみ申請が可能です。



新サービス開始・ご契約切り替えのスケジュール
３. 文献情報システムのリニューアルについて

▶新システムの
アカウント発行通知

▶新サービスの
提供開始

▶契約の切り替え

~2018年4月 契約切り替え後順次2018年6月~

既存契約は2019年3月31日で終了（不更新）となります。

お早めのお手続きをお願いいたします。
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〒107-0052 東京都港区赤坂9-6-41

著作権の利用に関するお問い合わせは以下のメールアドレス宛にお願いいたします。

user@jaacc.jp（学術著作権協会 事務局・利用者担当）


